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使える容器・使えない容器 

耐熱140℃以上 
のプラスチック容器 
 

耐熱140℃以上 
のラップ 

耐熱140℃以上 
のガラス容器 
 

・急熱・急冷すると割れる 
　 ことがあります。 

陶器・磁器 

オーブン用 
クッキングペーパー 
(硫酸紙)

アルミ・ステンレス 
ホーローなどの 
金属容器・ 
アルミホイル 

・油分の多い料理は、高温に 
　なり、溶けます。 
※蒸し物・発酵のときは、食 
　品を包むとあたたまりにく 
　くなります。 

   庫内壁面に接触させると 
   焦げることがあります。 
 
 

・急熱・急冷すると割れる 
   ことがあります。 
・色絵やひび、金・銀箔、 
   金・銀線、金・銀粉のある 
   器は傷めたり、火花が出る 
   ので使えません。 

・砂糖や油分の多い料理は、 
　高温になり、変形したり、 
   溶けたりするため、使え 
　ません。 
・時間をかけすぎると変形や 
　溶けることがあります。 
　電子レンジ加熱用の表示が 
   あるものをお使いください。 
　ふたは、熱に弱いものがあ 
   るのでご注意ください。 
 

 レンジあたため で 
密封した容器や袋は、 
加熱しないでください 
 

使える容器 

センサーで蒸気を検知できず 
に加熱のしすぎで、 
発煙・発火の原因となります。 

レ
ン
ジ
・
解
凍 

蒸
し
物
・
発
酵 

オ
ー
ブ
ン
・
グ
リ
ル
・ 

ウ
ォ
ー
タ
ー
オ
ー
ブ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ
リ
ル 

��������	�
���


����� ����������������	�
�



21

使
え
る
容
器
・
使
え
な
い
容
器 

 

耐熱140℃以上 
のラップ 

耐熱140℃以上 
のプラスチック容器 
 

漆器・竹製品・木・紙 

調理網 

角皿 

アルミ・ステンレス 
ホーローなどの 
金属容器・ 
アルミホイル 

金属の付属品 

特殊な形をした容器 

耐熱性のない 
ガラス容器 

耐熱性のない 
プラスチック容器 
(耐熱温度140℃未満) 
 

・とくに注ぎ口の細長い容器など 
　でレンジ加熱をすると、容器の 
　細い部分が集中的に加熱される 
　ため｢突沸｣しやすく、やけどの 
　原因になります。 
 
 

・スチロール・ポリエチレン・メ 
　ラミン(幼児用食器など)・フェ 
　ノール・ユリアなどは、溶けた 
　り、燃えたりします。 

・強化ガラス･カットグラス･クリ 
　スタルガラスなどは、割れるこ 
　とがあります 

・塗りがはげたり、ひび割れたり、 
　燃えたりします。 
・竹串など、このクックブックで 
　記載している使いかたであれば、 
　使えます。 

・変形したり、焦げたりします。 

・溶けたり、発火することが 
　あります。 

・火花が出るので使えませんが 
　アルミホイルは、このクック 
　ブックで記載している使いか 
　たであれば、使用できます。 
　(酒のかん・解凍など) 
 

・火花が出て、製品を傷めたり 
　金属の付属品が破損すること 
　があります。　 
　レンジ加熱では、絶対に使わ 
　ないでください。 

使えない容器 （付属品） 

ヘ
ル
シ
オ
に
つ
い
て 

・ここに記載のない容器の使いかたについては、容器の製造メーカーにお問い合わせください。 
・角皿に載せることができるのは、食品・容器を含め4kgまでです。 

お願い 
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